
南

方
（
仏

印
）
　 

仏
印
歩
兵
第
八
十
三
連
隊
　 
石
川
県
　
邑
本
衛
　 

私
は
、
石
川
県
石
川
郡
安
原
村
（
現
金
沢
市
）
で
、
大
正
十

二
（
一
九
二
三
）
年
三
月
十
一
日
、
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
県
立
松
任
農
業
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
父
が

農
業
協
同
組
合
長
や
村
長
な
ど
の
公
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
関

係
で
、
私
は
家
業
で
あ
る
農
業
の
手
伝
い
、
農
事
に
従
事
し
て

お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
徴
集
兵
と
し
て
松
任
市
の
国
民

学
校
で
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
当

時
は
、
今
に
な
っ
て
思
え
ば
連
合
軍
の
攻
勢
が
盛
ん
に
な
り
、

陸
海
軍
共
に
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
た
め
か
、
徴
集
者
の
半
数

ぐ
ら
い
が
甲
種
、
第
一
乙
種
の
現
役
兵
で
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
人
た
ち
が
現
役
同
様
入
隊
す
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
東
部
第
九
十
四
部
隊
、
金
沢
の

歩
兵
第
七
連
隊
の
本
隊
は
満
州
で
す
か
ら
、
留
守
部
隊
に
入
営

し
ま
し
た
。
そ
の
本
隊
は
第
二
十
一
師
団
歩
兵
第
八
十
三
連
隊

（
討
第
四
二
三
六
部
隊
）
で
す
。
徴
集
者
全
員
が
、
現
地
か
ら

宰
領
に
来
た
将
校
・
下
士
官
と
共
に
門
司
に
集
合
し
た
の
で
す

が
、
金
沢
・
富
山
・
松
本
連
隊
の
初
年
兵
ば
か
り
で
し
た
。

当
時
は
既
に
制
空
・
制
海
権
は
連
合
軍
の
手
中
に
あ
り
、
潜

水
艦
が
出
没
し
、
空
か
ら
の
銃
爆
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
近
海

す
ら
危
険
な
状
況
で
し
た
。
船
団
は
六
、
七
隻
で
、
我
々
軍
人

の
乗
っ
た
船
は
「
パ
ナ
マ
丸
」
と
い
う
鉱
石
運
搬
船
を
改
造
し

た
船
で
、
他
は
タ
ン
カ
ー
で
し
た
。
護
衛
艦
に
守
ら
れ
な
が



ら
、
な
る
べ
く
中
国
大
陸
の
沿
岸
に
沿
っ
て
の
航
行
で
す
か
ら

舟
山
列
島
の
付
近
ま
で
北
上
し
、
ま
た
沿
岸
に
沿
っ
て
南
下
し

た
の
で
す
。

米
軍
の
Ｂ25
（
双
発
機
で
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
本
土
初
空

襲
を
し
た
機
種
）
二
機
の
爆
撃
を
受
け
ま
し
た
。
敵
は
、
我
々

軍
人
の
乗
っ
て
い
る
「
パ
ナ
マ
丸
」
を
襲
撃
し
た
の
で
す
。
船

尾
に
爆
弾
を
受
け
、
後
ろ
か
ら
沈
み
ま
し
た
。
私
は
幸
い
船
首

に
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
船
首
は
岩
礁
に
乗
り
上
げ
た
の

で
沈
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。
船
尾
の
方
は
被
害
が
あ
り
、
我
が

連
隊
の
一
部
が
戦
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
パ
ナ
マ
丸
」
の
兵
隊
は
海
防
艦
に
助
け
上
げ
ら
れ
、
携
行

兵
器
、
弾
薬
等
は
タ
ン
カ
ー
に
移
乗
し
た
の
で
す
。
船
は
高
雄

港
に
急
航
し
、
高
雄
港
で
下
船
、
次
の
船
団
を
組
ん
で
海
南
島

の
楡
林
で
待
機
し
ま
し
た
。
そ
し
て
嵐
の
時
を
選
ん
で
出
港
し

た
の
で
す
。
制
海
権
も
制
空
権
も
な
し
の
中
で
す
が
、
幸
い
に

潜
水
艦
か
ら
の
攻
撃
や
空
襲
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
仏
領
イ
ン

ド
シ
ナ
の
サ
イ
ゴ
ン
に
着
い
た
の
は
三
月
十
日
で
し
た
。

第
一
・
第
三
大
隊
は
ツ
ー
ラ
ン
上
陸
、
第
二
大
隊
は
サ
イ
ゴ

ン
に
上
陸
で
す
。
南
部
仏
印
は
比
較
的
平
穏
で
し
た
が
、
北
部

に
は
在
支
米
空
軍
機
（
桂
林
・
柳
州
・
南
寧
等
の
飛
行
場
）
の

攻
撃
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

連
隊
本
部
が
着
い
た
の
は
ハ
ノ
イ
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
北
部
の

ラ
ン
ソ
ン
の
中
間
地
点
で
、
第
八
十
三
連
隊
の
一
個
大
隊
と
山

砲
一
個
大
隊
が
駐
屯
し
ま
し
た
。
初
年
兵
は
コ
ー
ロ
に
行
き
集

合
教
育
を
受
け
、
我
々
甲
種
幹
部
候
補
生
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

幹
部
候
補
生
隊
（
予
備
士
官
学
校
）
へ
昭
和
十
九
年
九
月
十
日

に
入
校
の
た
め
、
マ
レ
ー
半
島
を
南
下
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
機
帆
船
で
ジ
ャ
ワ
ヘ
渡
り
、
南
方
軍
の
幹
部
候
補

生
隊
で
八
ヵ
月
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

ワ
は
勿
論
、
ス
マ
ト
ラ
、
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
及
び
仏
印
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
も
う
輸
送
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
か
不
参
で
あ
っ

た
）
の
候
補
生
が
集
合
し
た
の
で
す
。

教
育
は
、
内
地
で
は
対
ソ
戦
教
育
が
主
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
南
方
で
は
、
特
殊
地
域
海
岸
上
陸
戦
、
水
際
防
衛
、

密
林
戦
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
、
ゲ
リ
ラ
戦
そ
の
他
で
、
夜
陰
に
乗

じ
て
敵
基
地
へ
の
斬
り
込
み
隊
そ
の
他
で
、
実
情
に
即
し
た
対

米
英
戦
法
を
学
び
ま
し
た
。

久
留
米
、
前
橋
の
予
備
士
官
学
校
在
校
生
や
、
学
徒
出
陣
の



学
生
等
も
内
地
か
ら
参
加
し
、
八
百
～
九
百
人
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
・
中
隊
長
は
消
耗
が
激
し
い
の
で
、
内

外
地
各
地
か
ら
集
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
内
地

の
予
備
士
官
学
校
で
前
期
の
教
育
を
受
け
、
後
期
の
四
ヵ
月

を
、
こ
の
候
補
生
隊
で
受
け
る
の
で
す
。
大
久
保
歩
兵
生
徒
隊

隊
長
（
久
留
米
予
備
士
官
学
校
の
教
官
だ
っ
た
）
か
ら
、
対
ソ

戦
か
ら
対
米
英
戦
に
変
え
て
い
く
戦
術
の
学
科
の
教
育
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
地
か
ら
ジ
ャ
ワ
ま
で
の
輸
送
は
、

台
湾
、
マ
ニ
ラ
便
で
す
か
ら
、
途
中
海
没
し
た
候
補
生
も
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
輸
送
期
間
も
随
分
長
い
人
も
い
ま

し
た
。
私
は
歩
兵
砲
中
隊
に
入
り
、
九
二
式
歩
兵
砲
（
大
隊
砲
）

、

四
七
ミ
リ
速
射
砲
、
四
一
式
山
砲
の
連
隊
砲
の
教
育
を
受
け
、

教
官
の
久
保
田
中
尉
は
神
戸
の
人
で
し
た
。
し
か
し
、
米
軍
の

砲
と
比
べ
る
と
口
径
も
小
さ
く
、
旧
式
で
あ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
教
育
の
間
、
戦
況
も
だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て
来
た
の
で
、

ジ
ャ
ワ
で
の
空
襲
は
一
、
二
度
あ
り
ま
し
た
が
、
た
い
し
た
被

害
は
無
か
っ
た
よ
う
で
、
我
々
は
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
教
育
に

専
念
し
て
い
ま
し
た
。
何
し
ろ
全
国
各
地
か
ら
候
補
生
が
集

ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
負
け
ら
れ
ぬ
と
い
う
気
持
ち
も
内
心
あ

り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
九
日
の
空
襲
で
は
、
兵
器
や
弾
薬
を

洞
窟
の
中
に
入
れ
被
害
を
防
ぎ
ま
し
た
が
、
Ｂ25

か
ら
、
反
戦

ビ
ラ
が
散
布
さ
れ
ま
し
た
。
内
地
空
襲
の
写
真
や
、
輸
送
船
の

海
没
の
写
真
、
厭
戦
気
分
を
あ
お
る
文
書
も
あ
り
、
部
隊
名
も

書
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ラ
バ
ヤ
な
ど
で
は
現
地
人
か
工
作
員
か

判
ら
ぬ
が
ビ
ラ
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、
憲
兵
が
走
り
回
り
、

押
収
し
た
り
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
上
層
部
は
日
本
軍
の
敗

退
、
硫
黄
島
の
玉
砕
、
沖
縄
戦
な
ど
、
大
体
の
戦
況
は
話
を
さ

れ
て
い
た
の
で
、
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
概
ね
判
っ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
我
々
候
補
生
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
あ
く
ま
で
も
必
勝
の
信
念
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。
危

機
感
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
我
々
の
闘
志
は
燃
え
て
い
ま
し

た
。教
育
総
監
土
肥
原
賢
二
大
将
が
候
補
生
隊
に
視
察
に
来
て

「
軍
事
教
育
の
最
後
の
教
育
だ
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

は
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
日
で
、
各
々
は
原
隊
に
帰
り
ま
し

た
。
ビ
ル
マ
の
生
徒
は
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
が
撤
退
し
て
い
た
の



で
ラ
ン
グ
ー
ン
へ
集
結
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
マ

レ
ー
へ
北
上
し
て
サ
イ
ゴ
ン
へ
着
い
た
の
は
七
月
の
終
わ
り
で

し
た
。
途
中
の
鉄
橋
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い
た
の
で
、
ガ
ソ
リ

ン
、
石
油
を
貨
車
か
ら
降
ろ
す
使
役
に
出
、
我
々
見
習
士
官
も

手
伝
い
ま
し
た
。
昼
ば
空
襲
が
あ
り
、
油
を
退
避
し
、
夜
、
発

車
す
る
と
き
に
積
む
、
と
い
う
昼
夜
の
作
業
を
し
な
が
ら
、
油

や
糧
秣
を
バ
ン
コ
ッ
ク
の
貨
物
■
に
収
め
る
の
で
す
。

サ
イ
ゴ
ン
で
は
一
週
間
ほ
ど
滞
留
さ
せ
ら
れ
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
島
の
ブ
イ
ン
に
着
い
た
の
は
八
月
十
五
日
、
本
部
へ
着
い
た

の
は
八
月
十
六
日
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
我
々
は
早
く
、
後
続

の
者
は
一
週
間
も
遅
れ
た
の
で
す
。
連
隊
無
線
が
微
弱
の
た
め

発
信
に
な
ら
な
い
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
て
、
ラ
オ
ス
の

大
隊
本
部
へ
申
告
に
行
き
ま
し
た
。

話
を
少
し
戻
し
ま
す
が
、
八
月
十
五
日
午
後
、
サ
イ
ゴ
ン
よ

り
ブ
イ
ン
に
到
着
、
停
車
場
司
令
部
の
第
十
中
隊
の
山
岸
少
尉

殿
よ
り
「
本
日
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
天
皇
陛
下
の
玉
音

放
送
が
あ
っ
た
」
と
知
ら
さ
れ
、
半
信
半
疑
で
連
隊
本
部
へ
汽

車
で
急
行
し
ま
し
た
。

八
月
十
六
日
、
タ
ン
ホ
ア
の
歩
兵
第
八
十
三
連
隊
本
部
に
到

着
、
第
三
機
関
銃
中
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
連
隊
本
部
の

営
庭
で
重
要
書
類
、
典
範
令
等
を
焼
却
処
分
し
ま
し
た
。

八
月
十
七
日
、
任
地
の
ブ
イ
ン
兵
舎
に
到
着
、
中
隊
残
留
隊

の
上
官
高
僧
少
尉
殿
の
指
揮
下
で
、
軍
馬
の
運
動
と
手
入
れ
等

を
行
い
ま
し
た
。

八
月
下
旬
（
日
付
不
詳
）
陸
軍
少
尉
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
上
旬
頃
、
ラ
オ
ス
か
ら
第
三
大
隊
主
力
が
集
結
地
ブ
イ

ン
兵
舎
に
到
着
、
同
中
旬
、
中
国
軍
に
よ
り
武
装
解
除
を
受
け

ま
し
た
。

九
月
下
旬
頃
、
近
く
の
ク
ワ
ロ
の
友
軍
飛
行
場
隊
跡
の
仮
設

兵
舎
（
バ
ラ
ッ
ク
建
て
、
椰
子
の
葉
葺
き
）
に
移
動
を
命
ぜ
ら

れ
、
現
地
自
活
と
し
て
甘
藷
を
作
り
、
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
野
球
の
練
習
な
ど
を
し
て
体
力
・
健
康
管
理
の
一
助
と
し
ま

し
た
。
十
月
頃
、
中
隊
対
抗
の
野
球
大
会
（
第
三
大
隊
大
会
）

を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
に
入
り
、
大
隊
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
付
近
の
元
フ
ラ
ン

ス
軍
兵
舎
に
移
動
し
、
野
菜
等
作
り
現
地
自
活
を
し
て
い
ま
し

た
。



二
十
一
年
の
新
年
を
同
地
で
迎
え
、
■
か
な
正
月
料
理
で
新

年
を
祝
い
ま
し
た
。

二
月
頃
、
大
隊
で
各
中
隊
が
演
芸
班
を
作
り
、
演
芸
大
会
を

盛
ん
に
行
い
、
敗
戦
、
抑
留
と
い
う
欝
々
た
る
環
境
の
中
、
し

か
も
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
り
、
隊
の
上
下
を
問

わ
ず
、
ひ
と
と
き
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
上
旬
、
大
隊
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
の
倉
庫
に
移
動
、
帰
国

の
た
め
乗
船
待
機
し
ま
し
た
。

四
月
十
五
日
頃
、
連
隊
全
員
、
復
員
船
リ
バ
テ
ィ
ー
型
貨
物

船
に
乗
船
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
を
出
港
一
路
内
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
四
月
二
十
五
日
頃
、
神
奈
川
県
浦
賀
港
沖
に
到
着
、
検
疫

の
結
果
、
コ
レ
ラ
菌
保
持
者
が
出
た
た
め
、
一
週
間
程
上
陸
を

延
期
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
、
船
上
甲
板
に
連
隊
全
員
集
合
し
、
天
長
節

の
拝
賀
を
行
い
、
遠
く
皇
居
の
方
を
遙
拝
し
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
頃
、
久
里
浜
に
上
陸
、
全
員
Ｄ
Ｄ
Ｔ
で
身
体
を

消
毒
、
横
須
賀
の
元
重
砲
兵
隊
兵
舎
ま
で
行
進
し
、
二
日
ほ
ど

宿
泊
、
復
員
業
務
、
復
員
式
等
を
行
い
連
隊
解
散
、
復
員
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
県
毎
に
臨
時
列
車
に
乗
車
、
五
月
五
日
、
金

沢
駅
着
、
我
が
家
に
徒
歩
で
帰
り
ま
し
た
。
家
族
の
出
迎
え
が

あ
り
感
無
量
で
し
た
。

思
え
ば
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
は
比
較
的
平
穏
の
う
ち
に
仏
軍

を
降
伏
さ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
戦
局
悪
化
に
と
も
な
い
、
明

号
作
戦
を
発
起
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
主
力
は
、
我
が
第
二
十

一
師
団
討
部
隊
で
し
た
。

降
伏
後
は
、
仏
印
軍
の
力
で
は
治
安
が
治
め
ら
れ
ず
、
特
に

日
本
軍
の
兵
補
で
あ
っ
た
独
立
派
の
軍
が
仏
軍
に
対
抗
す
る
等

の
こ
と
が
あ
り
、
我
々
日
本
軍
が
、
か
つ
て
の
友
軍
を
、
仏
軍

の
命
令
で
討
伐
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
、
戦
後
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
口
火
が
切
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
い
結
果
と
も
な
り
、
ま

た
日
本
軍
人
の
中
に
は
現
地
に
留
ま
っ
て
、
独
立
運
動
に
協
力

し
た
人
も
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
抑
留
に
つ
い
て
も
、
南
部
は
英
・
仏
軍
の
管
理
下
の

た
め
、
苦
労
し
た
り
、
戦
争
犯
罪
人
の
摘
発
も
あ
り
ま
し
た
。

第
二
十
一
師
団
参
謀
長
は
最
高
責
任
者
と
し
て
二
十
五
年
の
禁

固
刑
を
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
減
刑
・
恩
赦
と
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。

北
部
の
部
隊
は
中
国
軍
管
理
下
と
な
っ
た
た
め
か
、
武
装
解



除
は
穏
便
に
行
わ
れ
、
戦
争
犯
罪
人
も
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
間
人
を
切
っ
た
容
疑
者
の
下
士
官

が
、
南
部
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
裁
判
に
な
っ

た
と
い
う
話
を
後
に
聞
き
ま
し
た
。

仏
印
、
マ
レ
ー
炎
熱
下

重
労
働
・
飢
餓
克
服
　 
長
野
県
　
唐
澤
甲
子
雄
　 

私
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
長
野
県
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
軍
歴
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
昭
和
十
八
年
春
、
歩
兵
第
五

十
連
隊
留
守
隊
入
営
。
七
月
、
本
隊
第
二
十
一
師
団
歩
兵
第
六

十
二
連
隊
駐
屯
地
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
ハ
ノ
イ
北
方
ヴ
ァ
ン
エ
ン

に
到
着
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
下
士
官
志
願
、
十
月
任
官
。
戦

局
悪
化
の
中
、
幹
部
候
補
生
、
下
士
官
候
補
生
、
マ
レ
ー
人
兵

補
志
願
兵
の
教
育
助
教
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
決
戦
準
備
、
対
潜
水

艦
監
視
■
長
。
そ
の
間
三
度
命
拾
い
を
し
終
戦
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
田
辺
上
陸
復
員
し
ま
し
た
。

私
は
男
兄
弟
七
人
の
三
男
で
、
兄
貴
は
国
策
に
従
い
満
州
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
。
次
兄
は
私
が
帰
っ
て
来
た
ら
戦
死
し
て
い

た
の
で
す
が
、
海
軍
へ
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
も
や

は
り
大
陸
へ
と
い
う
勇
ま
し
い
気
持
ち
も
大
分
あ
っ
た
訳
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
母
に
泣
き
付
か
れ
て
「
お
前
さ
ん
一
人
ぐ
ら

い
は
近
く
に
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
の
軍
需
工

場
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
一
年
足
ら
ず
で
、
す
ぐ
帰

れ
と
い
う
電
報
を
貰
い
、
夜
学
の
本
な
ど
半
分
揃
え
た
段
階

で
、
一
切
を
諦
め
て
家
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
■
い
つ

く
ば
い
な
が
ら
田
の
草
取
り
を
や
っ
て
い
る
親
父
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
う
ち
に
「
徴
用
令
書
」
と
い
う
は
が
き
一
枚
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。

伊
那
町
で
身
体
検
査
を
や
る
か
ら
出
て
来
い
と
い
う
こ
と

で
、
兵
隊
検
査
と
同
じ
よ
う
に
裸
に
さ
れ
ま
し
て
背
中
を
ポ
ン

ポ
ン
と
叩
か
れ
て
「
合
格
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
私
は

今
頼
ま
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ぞ
と
、
大
き
な
声
で

「
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
に
は
ま
だ
下
に
弟
三
人
が
お
り




